3/15話し合い

アイテムの詳細について

アイテムは、５属性を意味する宝石。ランク１から３まであり、全１５種類。

火の宝石（赤土石・ピンクトルマリン・ルビー）

水の宝石（群青石・アクアマリン・サファイア）

風の宝石（青緑石・翡翠・エメラルド）

地の宝石（黄土石・琥珀・トパーズ）

光の宝石（石英鉱石・水晶・ダイヤモンド）

以下での規則説明の際、説明の単純化を計るために順に「各属性」の宝石「ランク１・２・３」と呼ぶこともある。

（例えば、琥珀は地の宝石ランク２、ダイヤモンドは光の宝石ランク３である）

NPCのマニュアル
○店（通常交換、交換所、儀式所？）二ヶ所

プレイヤーからカードを受け取り、規則に従ってカードを渡します。

三枚に対して、三枚を渡す形。以下では、二箇所の店をそれぞれA、Bとします。

・交換方法（暫定）

AとBには、５属性の循環に違いがある。ここで交換方法に差異を持たせます。

Aは火⇒水⇒風⇒地⇒光⇒火、

Bは光⇒地⇒風⇒水⇒火⇒光。

これを元にして、渡されたカードについて、同属性の枚数に応じて交換を行います。

１．三種全てが異なる属性の場合

残りの二属性で、二枚と一枚を返す。二枚と一枚の選び方は、循環で順番の速い属性を多くします。この法則は、渡されたカードで隣り合った属性が存在する場所から数えます。

A

火水風⇒地地光

水風光⇒地地火

光火風⇒水水地

B

風水火⇒光光地

風水光⇒火火地

火光風⇒地地水

２．同属性のものが２枚１組ある場合

同じ属性で、枚数構成を変えて返す。

地光光⇒光光地

３．三枚全てが同属性である場合

循環に従い、順に三枚異なる属性を渡します。

A水水水⇒風地光、風風風⇒地光火

B水水水⇒火光地、風風風⇒水火光

☆ランクアップカードが含まれる場合

全て同じランクのカードが渡されたときは、同様のランクで上記の法則に従いカードを返します。一部にランクの高いカードが含まれる場合は、循環の早い属性から順に、同じ枚数の同ランクカードを入れます。

○ランクアップ

同ランクかつ同属性のカード三枚を貰い、その内一枚をランクアップさせた状態で返します。それ以外の組み合わせは受け付けていません。

火1火1火1⇒火2火1火1

風2風2風2⇒風3風2風2

○入り口

PLへの説明と、目標となる組み合わせの提示を行います。目標は初級・中級・上級の三種類で、一回目は必ず初級の目標を提示します。

媒体としては、目標の情報が書かれた小さな紙を配ります。

二回目以降は、まずプレイヤーから達成した目標のリストを貰ってください。

初級をクリアした人には中級への挑戦権があることを伝え、どちらの難易度を選ぶか聞いてください。中級から上級への変化も同様に処理します。

既にクリアした目標をもう一度受けることが出来ません。

初期手札・目標となる組み合わせ

初期手札（全てランク１）

a.光火火火水

b.火水水水風

c.水風風風地

d.風地地地光

e.地光光光火

· 初級…１ランク４枚を集める。

a-e共通：同属性４枚

a:水水地地

b:風風光光

c:地地火火

d:光光水水

e:火火風風

目標は全１０通り、一つの初期手札に対して６通り

既に達成した目標は出さない（確認するだけ）

· 中級…２ランクと１ランクの組み合わせ

難易度の兼ね合いが難しく、具体的な組み合わせは次回話し合いに決定します。
· 上級

ランク３一枚。

属性を問わない（一枚では組み合わせでの難易度が変化しないため）

· 最終問題

ランク３一枚、ランク２二枚、ランク１二枚の特定組み合わせ

地1光2火3水2風1

などのように、循環でランク（1,2,3,2,1）を移動させて５通り。

通常交換のみで実際に解けることを確認。
○出口

目標となる組み合わせのカードを持っていることを確認し、クリアの証を渡します。紙にスタンプを押していく形を想定していますが、テストプレイでは用紙にペンでチェックして返すことにします。

○研究者（特定交換）

特定の属性カードを二枚募集し、応じてくれた人に対して特定の属性カード二枚を返します。その内容は、毎回変更されます。

２０分程度の周期で、リサイクルと交代します。そのときに募集しているカードが変更されます。（実験・研究の内容が変わる、といった感じで）

募集カード⇒返送カード（仮）
火火⇒地地

風風⇒光光

水水⇒火火

など。

○リサイクル（ランダムシャッフル）

渡された三枚に対して、それとは関係の無い適当なカード三枚を返します。

２０分程度の周期で、研究者と交代します。

○ヘルパー（サポートしてくれる人）

例年通り、困っている人に話しかけ、相談に乗ったり、問題を解決したりします。

○ヘルパーNPC（情報屋のキャラクター）

情報屋のように振舞うキャラクターを演じる役です。交換法則のヒントを与えたりします。

今回のテストプレイでは、

· ランクアップと入り口は同じ人が担当します。

· 入り口ランクアップ、出口、裏方はヘルパーを兼ねるかもしれません。

· 研究者はリサイクルを兼ねますが、本番でも入れ替わりで登場させる予定です。

入り口でのPLへの説明、世界観の概要

企画書類に関連してある程議論しましたが、具体的な文章は次回に考えることとしました。
５、次回話し合いの内容、時間

中級目標の決定

目標を記した紙の印刷

入口説明について

変換表とマニュアルの印刷

スタッフのNPC分担

次回話し合いは、3/24　10時から行います。
